
９月号’０６
町民の動き

平成１８年８月１日現在
前月より

男 １０，１８４ ＋７
女 １０，８１７ －５
計 ２１，００１ ＋２
世帯 ７，８６９ ＋１０

http:／／www.town.kitaj ima.lg.jp/

全全国国中中学学校校体体育育大大会会、、本本県県開開催催のの
ババレレーーボボーールル女女子子ががササンンフフララワワーー
ドドーームムでで最最高高にに輝輝いいたた夏夏だだっったた。。第第７７００７７号号
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北北
島島
町町
社社
会会
教教
育育

地地
区区
懇懇
談談
会会
のの
実実
施施
計計
画画

日
ご
ろ
は
、
本
町
社
会
教
育
の
進

展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
「
社
会
教
育
地

区
懇
談
会
」
を
、
左
の
表
の
と
お
り

三
十
会
場
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
多
用

の
折
、
ま
た
、
夜
分
お
疲
れ
時
の
開

会
と
な
り
ま
す
が
、
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
集
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
応
の
区
割
り
は
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
会
場
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
の
開
会
時
刻
は
、
ど
の
会

場
も
、
午
後
七
時
三
〇
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

内
容
は
子
育
て
と
人
権
問
題
で
す
。

差
別
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

平成1８年度

四
月
か
ら
幼
稚
園
に
通
い
は
じ
め

た
孫
が
、
夏
休
み
や
っ
と
、
ひ
ら
が

な
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。

私
が
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
横
か

ら
の
ぞ
く
の
で
、
大
き
な
字
で
読
む

事
の
出
来
る
ひ
ら
が
な
を
押
さ
え
て

こ
の
字
何
て
読
む
の
と
聞
く
と
、
一

生
懸
命
考
え
て
、
答
え
て
く
れ
る
。

今
一
番
、
は
ま
っ
て
い
る
遊
び
は
、

車
に
乗
っ
て
、
前
か
ら
来
る
車
の
、

プ
レ
ー
ト
の
ひ
ら
が
な
を
読
む
楽
し

み
を
み
つ
け
て
つ
い
て
く
る
。

動
体
視
力
は
若
い
だ
け
に
す
ば
ら

し
い
。
が
文
字
は
書
く
こ
と
が
出
来

な
い
と
い
う
よ
り
ど
う
す
れ
ば
、
ひ

ら
が
な
を
書
い
て
み
よ
う
と
す
る
か
、

た
の
し
く
ひ
ら
が
な
を
書
い
て
覚
え

て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
。

文
部
科
学
省
が
ゆ
と
り
教
育
を
掲

げ
て
数
年
、
夏
休
み
の
国
語
教
育
研

究
会
で
、
授
業
で
よ
く
使
う
漢
字
は

読
み
書
き
が
出
来
る
が
、
日
常
使
わ

な
い
漢
字
は
覚
え
が
わ
る
い
。

現
在
の
指
導
要
領
で
は
興
味
や
感

心
を
持
っ
て
く
れ
る
授
業
が
出
来
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
教
員
の
指

導
力
向
上
を
計
る
だ
け
で
な
く
、
た

の
し
い
授
業
を
お
願
い
し
た
い
。

読
み
書
き
は
教
育
の
始
ま
り
だ
。

平成１８年度 社会教育地区懇談会予定表
参 加 範 囲

グリーンタウン

中村 中須・東堤ノ内・本須・井利ノ口・前須・牛飼原
江尻 川中須・内中須

中村 岸ノ上・角地・河原・鍬ノ先

北村 三町地
中村 与今田・野畑・中内・外川也・西ノ瀬・出須・西川向

中村 福神・蛇池・樫切・明神下
江尻 松ノ本

鍋川団地

中村 御供田・田処・稗畑

中村 城屋敷・寺裏・竹ノ下・江ノ向・宮北裏・日開野
新喜来 南古田

新喜来 上竿・北ハリ・南ハリ・砂原
高房 八丁野西・八丁野東
中村 八丁野

中村 上地・前田道添・長池・東開
中村 江口・川田・東川田
高房 東堤下・東中道・東野神本・東川田

高房 勝瑞境・居内・堤下・野神本・源九郎池ノ上・
川ノ上

鯛浜 原・川久保・外野・外野番外
かや団地

鯛浜 かや・中須・鯛浜東亜社宅
鯛浜 西中野・向
鯛浜 大西・西ノ須
鯛浜 西中野・向

鯛浜 向
江尻 楠地・山王宮・中須賀・宮ノ本

江尻 夷ノ本・内中須・小分・松ノ本・松堂
江尻 旭光・柳池・松堂・夷ノ本・妙蛇池

高房 百北・百庵ノ前・百川田・百居内・百広花・百
堤外・百堤外番外

太郎八須 外開
太郎八須団地 北島地区

太郎八須 惣野・宮ノ西・宮ノ本・西ノ川・中須・川
田・西ノ瀬・鍋川・長岸開・備後江家・大
開・川端・五反地

北村 新開・東蛭子

太郎八須 新堀・原川田
北村 ハトノモト・鍋井

県営北島団地

北村団地

北村 神屋敷・新川屋・水神原・大黒・壱町四反地・
西蛭子

北村 千田ノ木・西蛭子・西久保
新喜来 北古田

※会場につきましては、一応の区割りはしていますが、どの会場にご参加いただいても結構です。

会 場

グリーンタウン老人憩いの家

東 児 童 館

光風台老人憩いの家

出来須老人憩いの家

栄通り老人憩いの家

中村東老人憩いの家
中村北老人憩いの家

中村中央老人憩いの家

新喜来老人憩いの家

中央地区学習等供用施設
中村江口老人憩いの家
高 房 老 人 憩 い の 家

西高房老人憩いの家

北島南老人憩いの家
鯛浜かや老人憩いの家
鯛浜出口老人憩いの家
鯛浜小西老人憩いの家
鯛浜西老人憩いの家
鯛浜中野老人憩いの家

南部地区学習等供用施設

江尻東老人憩いの家
江尻中老人憩いの家

百石須老人憩いの家

太郎八須東老人憩いの家

太郎八須老人憩いの家

太郎八須西老人憩いの家

県営北島団地集会所
北島北老人憩いの家

北部地区学習等供用施設

北村西老人憩いの家

曜

水

木

金

火

水

金
月

水

金

月
火
水

木

火
水
金
月
水
木

月

水
金

月

水

木

月

木
土

月

水

月・日

９／１３

９／１４

９／１５

９／１９

９／２０

９／２２
９／２５

９／２７

９／２９

１０／２
１０／３
１０／４

１０／５

１０／１０
１０／１１
１０／１３
１０／１６
１０／１８
１０／１９

１０／２３

１０／２５
１０／２７

１０／３０

１１／１

１１／２

１１／６

１１／９
１１／１１

１１／１３

１１／１５

�
１

２

３

４

５

６
７

８

９

１０
１１
１２

１３

１４
１５
１６
１７
１８
１９

２０

２１
２２

２３

２４

２５

２６

２７
２８

２９

３０

（２）町報２００６．９



第第
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回回
北北
島島
町町
民民
運運
動動
会会

運
動
会
実
施
要
項

開
催
日
時

平
成
十
八
年
十
月
八
日
�

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
は
十
月
九
日
�

九
日
雨
天
の
場
合
は
十
月
十
五
日
�
）

雨
天
延
期
の
連
絡
は
、
地
区
理
事

及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
行

い
ま
す
。
な
お
、
当
日
の
煙
火
は
中

止
し
て
い
ま
す
の
で
開
催
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
�
六
九
八
―

二
四
一
〇
へ
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
場
所

北
島
北
公
園
多
目
的
広

場競
技
種
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

平
成
十
八
年
度
北
島
町
体
育
協
会
理
事

会

長
（
町

長
）
山
田

昌
弘

副
会
長
（
議

長
）
宮
本

敬
行

同

（
教
育
委
員
長
）
矢
野

善
徳

理

事
（
教
育
長
）
眞
島

豪
之

同

（
総
務
課
長
）
北
島

孝
昭

同

（
体
育
指
導
委
員
長

）
藤
田

保
明

同

（
北
島
中
学
校
校
長

）
井
上

隆

同

（
北
島
北
小
学
校
校
長

）
武
知

光
子

同

（
北
島
小
学
校
校
長

）
曽
根

啓

同

（
北
島
南
小
学
校
校
長

）
久
次
米
英
子

同

（
婦
人
会
会
長
）
日
浅

正
子

同

（

）
本
村

賢
二

同

（

）
山
口

詳
二

同

（

）
藤
島

則
之

同

（

）
大
岩

秀
次

同

（
野
球
部
部
長
）
吉
田

清

同

（

）
大
石

逸
男

同

（

）
正
木

富
代

同

（
卓
球
部
部
長
）
荒
井

康
一

同

（

）
天
羽

敏

同

（

）
中
村

榮
次

同

（

）
鎌
田

勲

同

（

）
小
西

直
哉

同

（

）
村
上

寛
治

同

（
体
育
指
導
委
員
副
委
員
長

）
高
橋

孝
治

同

（

同

）
大
石

逸
男

同

（
体
育
指
導
委
員
）
上
原

一

同

（

同

）
日
浅

好
雄

同

（

同

）
大
野

春
男

同

（

同

）
西
野

甫

同

（

同

）
佐
藤

睦
彦

同

（

同

）
小
西

哲
子

同

（

同

）
森
下
小
百
合

同

（

同

）
呉
羽

公
史

同

（

同

）
三
木

好
文

同

（

同

）
神
野

英
公

同

（

同

）
羽
坂
登
志
馬

同

（

同

）
小
西

城
二

同

（

同

）
清
谷

智

同

（

同

）
佐
々
木
久
美
子

各
地
区
理
事

（
鯛
浜
東
）
阿
部

健
夫

同

（
鯛
浜
西
）
音
澤

興
夫

同

（
江

尻
）
米
本

誠

同

（
西
高
房
）
福
永

博
基

同

（
高

房
）
櫻
井

太
呂

同

（
中
村
東
）
吉
村

一
夫

同

（
中
村
南
）
内
藤

和
利

同

（
中
村
北
）
福
原
志
外
行

同

（
北

村
）
橋
本

正

同

（
太
郎
八
須
）
川
人
喜
美
子

同

（
新
喜
来
）
新
居

浩

同

（
北
村
団
地
）
大
溝

典
幸

同

（
県
営
団
地
）
青
井

笑
子

同

（
東
亜
社
宅
）
加
藤

正
敏

同

（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

）
吉
田

賢
二

同

（

同

）
森

平
八
郎

平平成成１１８８年年
事事業業所所・・企企業業統統計計調調査査

あなたの事業所も対象です！

１０月１日に事業所
・企業統計調査が
行われます。
すべての事業者や
企業が調査対象で
す。
９月下旬から調査
員がお伺いします
ので、皆様のご協
力をお願いします。

総務省統計局
徳 島 県
北 島 町

第第４４００回回 北北島島町町民民運運動動会会ププロロググララムム（自９：００ 至１５：３０）

番
号

採
点

種

目

性
別

年
齢
区
分

番
号

採
点

種

目

性
別

年
齢
区
分

注）北公園総合体育館の駐車場が満車の場合は、北島中央公園スポーツ広場をご利用ください。
また、中央公園スポーツ広場から運動会会場までは役場公用車で送迎しますのでご協力をお願いし
ます。なお、周辺の道路等には駐車しないでください。 ◎得点種目

１

ラ
ジ
オ
体
操

全

員

昼
食（
体
育
功
労
者
表
彰
、交
通
安
全
・
ご
み
啓
発
パ
レ
ー
ド
）

２

ボ
ー
ル
運
び
競
走
男
女
混

四
〇
歳
以
上

１６

踊

り

婦

人

会

３

樽
転
が
し
競
走
男
女
混

三
〇
歳
以
上

１７

資
源
ご
み
分
別
競
走

小
学
生
・
中
学
生

先
着
七
二
名

４

◎

一
〇
〇
ｍ
競
走

男

五
〇
歳
以
上

１８

◎

二

人

三

脚
男
女
混

三
〇
歳
以
上

５

◎

五

〇

ｍ

競

走

男女

六
〇
歳
以
上

五
〇
歳
以
上

１９

綱

引

き
一
般
男
女
別（
小
学
生
以
下
除
く
）

先
着
各
二
〇
〇
名

６

幼

児

競

走
男
女
混

幼
稚
園
以
下

２０

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
走
男
女
混

五
〇
歳
以
上

７

玉

手

箱
男
女
混

六
〇
歳
以
上

２１

◎

二
〇
〇
ｍ
競
走

男

三
〇
歳
未
満

中
高
生
を
除
く

８

◎

一
〇
〇
ｍ
競
走

女

中
高
生
を
除
く

２２

◎

二
〇
〇
ｍ
競
走

男

三
〇
歳
以
上

９

紅
白
ま
り
入
れ（
高
齢
者
用
）

男
女
混（
七
〇
歳
以
上
）

先
着
一
二
〇
名

２３

ド
リ
ブ
ル
競
走
男
女
混

四
〇
歳
以
上

１０

玉
入
れ
競
走
小
学
生
・
中
学
生

先
着
六
〇
名

２４

◎

紅
白
ま
り
入
れ
男
女
混

中
高
生
を
除
く

１１

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
走

男
女
混

五
〇
歳
以
上

２５

紅
白
ま
り
入
れ
男
女
別

先
着
各
一
八
〇
名

１２

◎

野
を
越
え
、山
を
越
え

男
女
別

二
〇
歳
以
上

２６

三
代
リ
レ
ー
男
女
混

祖
父
母
父
母
子

１３

◎

な

わ

と

び
男
女
混

三
〇
歳
以
上

２７

◎

百

足

競

走
男
女
別

二
〇
歳
以
上

１４

踊

り

老

人

会

２８

◎

年
齢
別
リ
レ
ー
男
女
混

中
高
生
を
除
く
十
五
〜
二
九

・
三
〇
・
四
〇
・
五
〇
歳
代

１５

◎

小
学
校
リ
レ
ー
男
女
別

小
学
一
年

〜
小
学
六
年

※
参
加
券
配
布
時
間

開
会
式
終
了
後

９

紅
白
ま
り
入
れ（
高
齢
者
用
）、
１０

玉
入
れ
競
走

１１
時
１５
分
頃

１７

資
源
ご
み
分
別
競
走
、
１９

綱
引
き
、
２５

紅
白
ま
り
入
れ

北
島
北
小
学
校
体
育
主
任

北
島
小
学
校体
育
主
任

北
島
南
小
学
校
体
育
主
任

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部部
長

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部部
長

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部部
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
部
長

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
部

部
長

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部部
長

北
島
中
学
校体
育
主
任

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
部部
長

（３） 町報２００６．９



（４）町報２００６．９



古古いい写写真真をを集集めめてていいまますす
今年の文化祭に「写真で見る北島町今昔物語」と題
し、写真展示会を行います。北島町内の風景などが写
されている古い写真と新しい写真を比較展示し、子ど
もから高齢者まで幅広い年齢の方々に北島町の歴史を
知って頂きたく考えました。つきましては、ご家庭に
古い写真をお持ちの方は写真をお貸し頂けます様、お
願い申し上げます。準備の都合上、九月末日までにご
連絡下さい。

教育委員会 �６９８－９８１２

児児童童手手当当のの申申請請ははおお済済みみでですすかか？？
児童手当の支給対象が小学校６年生（１２歳到達後最
初の年度末）まで拡大され、あわせて所得制限も引き
上げられました。
新たに児童手当を受けられる児童の保護者の皆様は、

お住まいの市区町村の窓口（公務員の方は勤務先）で、
認定請求等の手続きをしてください。
ななおお、、平平成成１１８８年年９９月月３３００日日（（土土、、日日、、祝祝日日をを除除くく））まま

でで受受けけ付付けけたたももののにに限限りり、、特特例例的的にに平平成成１１８８年年４４月月分分（（まま

たたはは支支給給要要件件にに該該当当ししたた翌翌月月分分））ににささかかののぼぼっってて支支給給

さされれまますす。。該当する保護者の方は忘れずに、手続きを
してください。
＊児童手当等は、所得が一定額以上の場合は支給され
ません。
詳しくは下記（公務員の方は勤務先）にお問い合わ

せください。

民生児童課 �６９８－９８０２

総総合合庁庁舎舎エエレレベベーータターー改改修修工工事事ににつついいてて
別添工程表のとおり施工しますのでご注意ください。

１０月１６日以降は１台のみの運行が中心となりますが、１１
月に入ると「１号機停止」「２号機停止」が重複する期間
があります。誠に恐れ入りますが階段をご利用ください。

総務課 �６９８－９８０１

総合庁舎エレベーター改修工事工程表
１１ 月

４
土

３
金

２
木

１
水

１０ 月
３１
火

３０
月

２９
日

２８
土

２７
金

２６
木

２５
水

２４
火

２３
月

２２
日

２１
土

２０
金

１９
木

１８
水

１７
火

１６
月

月 日

作業内容

１ 号 機 停 止
２ 号 機 停 止

項

目

１
２

１１ 月
３０
木

２９
水

２８
火

２７
月

２６
日

２５
土

２４
金

２３
木

２２
水

２１
火

２０
月

１９
日

１８
土

１７
金

１６
木

１５
水

１４
火

１３
月

１２
日

１１
土

１０
金

９
木

８
水

７
火

６
月

５
日

（５） 町報２００６．９



≪ ご み ニ ュ ー ス ≫
今月のゴミ対策啓発標語優秀作品

「まずは自分から環境を守るリサイクル」
北島小 近藤 愛

～プラスチックごみの洗浄・分別のお願い～

①ご家庭から出されているプラスチックごみを一度見てくださ
い。
「ペットボトル」と「ペットボトル以外のプラスチックごみ」
は袋を分けていますか？
「ペットボトル」は、キャップ・ラベルをはがし、中身を捨
て、軽く水洗いしていますか？
「ペットボトル以外のプラスチックごみ」は水洗いして、出
していますか？

②収集されたプラスチックごみは…
ひとつひとつ手作業にて「ペットボトル」、「容器包装プラス
チック」、また「その他のプラスチックごみ」に選別を行い、
リサイクルしています。
一部には、キャップ・ラベルがついたまま、水洗いできてい
ないペットボトル、中身の残っているプラ容器、割れたコッ
プやガラス類、食べ残した弁当の容器、紙おむつ、フライパ
ンや金属類、かみそり、ライター、スプレー缶、医療系廃棄
物などの不純物が混在しております。不純物の混在は、手選
別作業において非常に危険であり、分別ガイドブックを参考
にしていただき適正な分別にご協力をお願いいたします。

③１日１分の分別・洗浄にご協力をお願いします。
各ご家庭から出されるごみの減量・分別・洗浄をしていただ
くだけでも、大変困難な選別作業も軽減され、併せて、ごみ
を「資源」として利用でき、わずかなことの積み重ねで大き
な「力」となります。ご家庭での取り組みをよろしくお願い
します。
また、「ペットボトル」「容器包装プラスチック」以外のプラ
スチックごみは、清掃センターへの持ち込みごみとして処理
をお願いいたします。

①可燃ごみの月別収集量
８月
363t
？t

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
８月
39t
81.5%
？t
？%

生ゴミは水切りをしていただき、可燃ごみの減量化にご協力をお願いします。

７月
348t
382t

34t増

７月
38t
81.2%
43t
66.9%

14.3%減

６月
335t
367t

32t増

６月
37t
81.9%
45t
65.6%

16.3%減

平成１７年度
平成１８年度

増減量

平成１７年度
再資源化率（％）
平成１８年度

再資源化率（％）

再資源化率の増減

（６）町報２００６．９



基
本
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

基
本
健
康
診
査
は
九
月
末
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
該
当
の
方
に
は
受

診
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

指
定
の
医
療
機
関
で
お
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
等
の
お
知
ら
せ

九
月
末
ま
で
、
次
の
と
お
り
に
実

施
し
ま
す
。
指
定
医
療
機
関
は
各
検

診
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
受

診
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
胃
が
ん
検
診
・
骨
密
度
測

定
は
、
九
月
二
十
日
頃
ま
で
に
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
電
話
六
九
八
―
八
九
〇
九
）

◎
胃
が
ん
検
診
・
・
四
〇
歳
以
上
。

負
担
金
一
〇
〇
〇
円
。

◎
大
腸
が
ん
検
診
・
・
四
〇
歳
以
上
。

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
い
た

し
ま
す
。
負
担
金
五
〇
〇
円
。

◎
前
立
腺
が
ん
検
診
・
・
五
〇
〜
六

九
歳
ま
で
。
対
象
者
に
は
受
診
券

を
送
付
い
た
し
ま
す
。
負
担
金
五

〇
〇
円
。

◎
骨
密
度
測
定
・
・
男
性
六
〇
〜
六

九
歳
、
女
性
四
〇
〜
六
九
歳
。
負

担
金
五
〇
〇
円
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
電
話

六
九
八
―
八
九
〇
九
）

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

障
害
者
手
帳
一
・
二
級
の
方
を
対
象

と
し
た
「
一
日
遠
足
」
を
計
画
い
た

し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

日

時

十
月
三
十
一
日
�

北
島
町
総
合
庁
舎
前

午
前
九
時
三
十
分
出
発

場

所

あ
わ
じ
花
さ
じ
き

奇
跡
の
星
の
植
物
園

参
加
費

一
人

二
千
円

申
込
先

十
月
十
七
日
�
ま
で
に
参

加
費
・
障
害
者
手
帳
を
添

え
て
社
協
事
務
局
（
�
六

九
八
―
八
九
一
〇
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

備

考

当
日
、
健
康
保
険
証
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ヘ
ル
パ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
も
同
行
い
た
し
ま

す
の
で
、
介
護
の
必
要
な

方
も
ご
遠
慮
な
さ
ら
ず
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
七
十
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
の
方
を
対
象
と
し

た
校
区
別
の
「
ふ
れ
あ
い
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
も
う
し
あ
げ

ま
す
。

日
時
・
場
所

南
地
区

十
月
十
二
日
�
十
時
〜

北
島
南
老
人
憩
い
の
家

中
央
地
区
十
月
十
七
日
�
十
時
〜

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

北
地
区

十
月
十
八
日
�
十
時
〜

北
島
北
老
人
憩
い
の
家

参
加
費

一
人

五
百
円（
昼
食
代
）

申
込
先

十
月
二
日
�
ま
で
に
、
社

協
事
務
局
（
�
六
九
八
―

八
九
一
〇
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
を
「
七
歳
未

満
児
」
に
拡
大
し
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
や
、
転
入
さ

れ
た
方
は
、
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
付
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
�
六
九
八
―
八
九
〇
九
）

※
持
参
す
る
も
の

・
乳
幼
児
等
の
名
前
が
記
載
さ
れ
た
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
平
成
十
八
年
一
月
二
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
十
八
年
度
所

得
課
税
証
明
書
ま
た
は
平
成
十
七
年
中
分
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。

乳乳
幼幼
児児
医医
療療
費費
助助
成成
制制
度度
拡拡
大大
にに
よよ
るる
受受
給給
者者
証証
のの
交交
付付
申申
請請

夏夏ババテテししたた体体ににもも最最適適！！野野菜菜たたっっぷぷりりヘヘルルシシーー焼焼ききそそばば��
あんかけ焼きそば
《材 料》 （２人分）
中華麺（蒸） ２玉
豚肉 ６０g
干しいたけ ４g
にんじん ２０g
しょうが 少々
たけのこ ２０g
ねぎ ２０g
玉ねぎ ４０g
チンゲン菜 ６０g
きくらげ ２g
油 小さじ１
《作り方》
①豚肉は３～４�長さのせん切り、干しいたけは戻してせん切り、
にんじん、しょうが、たけのこ、ねぎ、玉ねぎもせん切りにする。
きくらげも戻し、せん切りにする。チンゲン菜は適当な大きさに
切る。
②中華なべに油を熱し、しょうがをさっと炒め、次に豚肉、熱の通
りの悪い野菜から順に入れて炒め、Ａを加え味を整える。煮立っ
たら同量の水分で作った水溶き片栗粉を加えとろみをつける。ご
ま油を少し加える。
③フライパンに油をよく熱して、１人分ずつ麺が色がつくように焼く。
④焼きたての麺に、②をかけ、好みにより酢をかける。

障
害
者（
一
・
二
級
）一
日
遠
足

参
加
者
募
集

「
ふ
れ
あ
い
会
」

参
加
者
募
集

訓訓 練練 生生 募募 集集
県立鳴門テクノスクールでは、平成１９年度訓練生を募集します。

１．メカニカル技術科
応募資格 高等学校卒業以上
募集人員 ２０名

２．塗装科
応募資格 中学校卒業以上
募集人員 若干名

３．募集期間 平成１８年９月４日�から平成１８年１０月４日�まで
４．入校試験 平成１８年１０月２５日�

（問い合わせ）鳴門テクノスクール 鳴門市撫養町木津
ＴＥＬ０８８―６８６―４７５２ ＦＡＸ０８８―６８６―３３２７

鉄
（mg）
１．６

カルシウム
（mg）
６１

炭水化物
（g）
６１．９

脂質
（g）
１０．０

たんぱく質
（g）
１４．８

エネルギー
（Kcal）
４０４

湯 １カップ
塩 小さじ１／２

Ａ しょうゆ 小さじ２
酒 小さじ１
さとう 小さじ２／３
片栗粉 大さじ１
水 大さじ１
ごま油 少々
酢 少々

�
�
�
�
	
�
�
	

（７） 町報２００６．９
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））
だだ
よよ
りり

北
公
園
総
合
体
育
館
の
花
壇
が
今

花
盛
り
で
す
。
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
・
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
バ
ラ
・
ガ
ザ
ニ
ア

な
ど
な
ど
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
た
く

さ
ん
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
メ
イ
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
、
今
年
で
二
年
目
に
な
る

の
で
す
が
、
毎
日
交
代
で
花
の
手
入

れ
や
水
や
り
・
雑
草
取
り
ま
で
行
っ

て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
公
園
内

の
花
壇
の
花
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
最
近
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
雑
草
取
り
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
利
用
者
の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

『
い
つ
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
か
ら
』『
み
ん
な
に
気
持
ち
よ
く

使
用
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
』『
次
の

利
用
者
の
た
め
に
…
』
フ
ラ
ワ
ー
メ

イ
ト
の
み
な
さ
ん
や
、
町
内
の
心
温

か
い
人
達
の
優
し
い
気
持
ち
の
輪
が
、

花
の
よ
う
に
北
島
町
に
た
く
さ
ん
あ

ふ
れ
た
ら
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
行
事
予
定
《
九
月
・
十
月
》

★
九
月
二
十
三
日
�

第
六
十
回
多

智
花
杯
争
奪
杯
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

九
時
〜
十
八
時

★
九
月
二
十
四
日
�

徳
島
県
ク
ラ

ブ
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

九
時
〜
十

八
時

★
十
月
一
日
�

社
交
ダ
ン
ス
競
技

会

九
時
〜

★
十
月
八
日
�

第
四
十
回
北
島
町

民
運
動
会

九
時
〜

＊
場
所
／
北

公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

※
雨
天
延
期
十
月
九
日

★
十
月
二
十
一
日
�

板
野
郡
中
学

校
新
人
大
会
・
卓
球

九
時
〜
十
七

時★
十
月
二
十
二
日
�

板
野
郡
会
長

杯
卓
球
大
会

九
時
〜
十
七
時

★
十
月
二
十
八
日
�

県
中
学
新
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

九
時
〜
十
七

時★
十
月
二
十
九
日
�

全
国
高
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

徳
島
県
大
会
決

勝

九
時
〜
十
八
時

フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
に
相
応
し
い
花
園

カローリングを楽しむ北島チーム

毎週水曜１３時から練習をしていますの
で興味のある方はどうぞ来てください。

『
北
島
町
社
協
会
長
杯
』

期

日

７
月
２４
日
�

場

所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
数
６２
名

優

勝

加
集

力

準
優
勝

井
上

周
三

第
三
位

布
川

花
子

第
四
位

溝
渕

隆

第
五
位

天
羽

敏

『
８
月
度
月
例
杯
』

期

日

８
月
３
日
�

場

所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
数
４９
名

優

勝

服
部

明

準
優
勝

吉
岡

幸
文

第
三
位

吉
田
千
恵
子

第
四
位

尾
崎
カ
メ
子

第
五
位

高
井

久
雄

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム

人

員
数

成

績

主
催
・
会
場

７
・
２３

第
２２
回
全
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
徳
島
県
予
選

会

４８

２５０

９
コ
ー
ト

２
勝
１
敗

北
島
選
抜

県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

徳
島
市
陸
上
競
技
場

７
・
２６

第
４５
回
北
島
町
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
杯
大
会

６

３４

優
勝

大
洋
Ｂ

②
寿

③
大
洋
Ａ

北
島
中
央
コ
ー
ト

７
・
２９

平
成
１８
年
度
徳
島
県
準
ス
ー

パ
ー
シ
ニ
ア
大
会

３６

２００

各
２
勝
１
敗

か
が
や
き

大
洋

寿

徳
島
市

中
鮎
喰
下
コ
ー
ト

８
・
６

北
島
町
協
会
月
例
杯
八
月
大
会

６

３３

優
勝

北
中

②
寿

③
大
洋
Ｂ

北
島
中
央
コ
ー
ト

８
・
１７

第
２３
回
Ｊ
Ａ
北
島
支
所
年
金

友
の
会
大
会

４

２５

優
勝

か
が
や
き

②
北
中

③
大
洋

北
島
中
央
コ
ー
ト

８
・
２０

９
町
ふ
れ
あ
い
親
善
大
会

１６

９０

優
勝

４
コ
ー
ト

大
洋
Ａ

１
コ
ー
ト

北
中

土
成
町
Ｇ
Ｂ
協
会

土
成
中
央
会
場

今
年
の
炎
夏
よ
り

�
熱
い
�競
技
を
繰
り
広
げ
る

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

８
・
１２

８
月
度
月
例
杯

会
場

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー

ス

２９

優

勝

細
川

哲
雄

準
優
勝

前
川

秋
男

第
三
位

伊
勢

政
二

ベ
ス
グ
ロ
賞

井
出

輝
久

３６２６２６
グ
ロ
ス

５２５９６２７６

酷
暑
が
続
い
て
い
る
中
で
の
月
例

は
練
習
熱
心
で
も
あ
る
実
力
者

が
上
位
を
占
め
た

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

（８）町報２００６．９



飼
い
犬
は
、
一
度
登
録
す
る
と
そ

の
犬
の
生
涯
に
有
効
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
現
に
犬
を
所
有
し
て
い
る
方

で
登
録
が
出
来
て

い
な
い
犬
は
必
ず

登
録
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
【
登
録
料
金
】

三
、
〇
〇
〇
円

狂
犬
病
予
防
注

射
は
毎
年
一
回
受

け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
該
当
す

る
犬
は
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。（
今

年
の
四
月
に
注
射

を
受
け
た
犬
は
受

け
な
く
て
結
構
で

す
）

●
【
注
射
料
金
】

三
、
〇
〇
〇
円

下
記
日
程
で
注

射
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
獣
医
科

病
院
で
受
け
て
下
さ
い
。

○
受
講
対
象
者

北
島
町
在
住
の
六

〇
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
初
心
者
）

＊
以
前
に
こ
の
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
日
時

講
座
期
間

平
成
十

八
年
十
月
十
一
日
�
か
ら
十
一
月

二
十
七
日
�
ま
で
（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
）

・
午
前
の
部

九
時
三
十
分
か
ら

十
一
時
三
十
分
ま
で
（
二
時
間
）

・
午
後
の
部

十
三
時
三
十
分
か

ら
十
五
時
三
十
分
ま
で
（
二
時

間
）

月
・
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
の
午

前
ま
た
は
午
後
の
部
い
ず
れ
か
一

回
（
二
時
間
）
の
全
六
回
講
座

（
例
）
月
曜
日
の
午
前
の
部
の
受

講
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
毎
週
月

曜
日
の
午
前
の
部
の
講
座
を
全
六

回
受
講

＊
受
講
日
・
時
間
は
受
付
順
に
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
受
講
場
所

北
島
町
厚
生
福
祉
セ

ン
タ
ー
二
階
パ
ソ
コ
ン
室

○
講
師

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
会
会
員

○
講
座
内
容

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
一
太
郎
）
は

が
き
宛
名
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
等

○
参
加
費

無
料

○
申
込
み

平
成
十
八
年
九
月
二
十

二
日
�
ま
で
（
定
員
先
着
二
〇

名
）

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
六
九
八
―
八
九
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
六
九
八
―
八
九
二
一

＊
お
申
込
み
頂
い
た
方
に
は
詳
し

い
日
程
等
の
文
章
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

犬犬犬
ののの
登登登
録録録
・・・
狂狂狂
犬犬犬
病病病
予予予
防防防
注注注
射射射

（（（
秋秋秋
ののの
補補補
正正正
）））
ののの
実実実
施施施

第第
十十
六六
期期
高高
齢齢
者者
・・
障障
害害
者者

パパ
ソソ
ココ
ンン
入入
門門
講講
座座
受受
講講
生生
募募
集集

＜日程表＞担当獣医：井出先生（雨天決行）

＊お問い合わせは、北島町生活産業課（６９８―９８０６）まで

パ
ー
ト
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
職
種
】

プ
ー
ル
監
視
業
務
及
び
簡
易
な
清

掃
業
務

【
就
業
時
間
】

午
前
九
時
〜
午
後
一
時

【
休
日
】

木
曜
日
、
日
曜
・
祝
日

【
雇
用
期
間
】

平
成
十
八
年
十
月
一
日
〜
平
成
十

九
年
三
月
三
十
一
日

【
募
集
人
員
・
年
齢
】

若
干
名
、
六
十
五
歳
ま
で

【
募
集
締
切
日
】

平
成
十
八
年
九
月
二
十
二
日
�
ま

で【
必
要
書
類
】

写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を
北
島

町
温
水
プ
ー
ル
ま
で
提
出
の
こ
と

【
面
接
日
時
】

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日
�
午

前
十
時
三
十
分
〜
午
後
十
二
時

【
面
接
場
所
】

北
島
町
温
水
プ
ー
ル
二
階
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
ル
ー
ム

賃
金
・
労
働
条
件
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
北
島
町
温
水
プ
ー
ル
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
六
八
三
―
二
三
八
八

自自衛衛官官募募集集中中 北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
ププププププププププププププププププププププププププププププ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

お問い合わせは、徳島募集案内所まで（�６８５―５３０６）
＊年齢は１９年４月１日現在

時 間

９：３０～９：５５

１０：０５～１０：２０

１０：３０～１０：５０

１１：００～１１：２０

１１：３０～１１：５０

１３：１０～１３：２５

１３：３０～１３：５０

１４：００～１４：２０

１４：３０～１４：４５

１４：５５～１５：１５

場 所

江 尻 八幡神社内

西 高 房 八幡神社内

中 村 町立保育所前

中 村 栄通り公園前

鯛 浜 川久保公園前

新喜来 老人憩の家前（消
防団第７分団詰所横）

新 喜 来 グリーンタウン中央公園

北 村 北村団地公園前

太郎八須 太郎八須東老人憩の家前

中 村 役場前

新 喜 来

月日

１０
月
４
日
�

合格発表

１次：１２月
６日

最終：１９年
２月１６日

１次：１１月
２８日

最終：１９年
２月１６日

１次：１１月
１日

最終：１９年
１月１０日

試験期日

１次：１１月
１２、１３日
２次：１２月
１２～１５日
（いずれかの１日）

１次：１１月
４、５日
２次：１２月
６～８日

（いずれかの１日）

１次：１０月
１５日

２次：１１月
１８、１９日

（いずれかの１日）

受付期間

９月８日
～９月２９日

９月８日
～９月２９日

９月８日
～９月２９日

資格

高卒
（見込含）
２１歳未満の者
（自衛官は２３歳）

高卒
（見込含）
２１歳未満の者

高卒
（見込含）
２４歳未満の者
（女子の限定廃止）

募集種目

防衛大学校
学 生

防 衛 医 科
大学校学生

看 護 学 生

（９） 町報２００６．９



板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
所�

　
　
　
　  

（
松
茂
町
役
場
内
）�

　
　
　
電
話
六
九
九
―
三
四
四
一�

相
談
　
電
話
六
九
九
―
六
六
一
一�
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「「
夢夢
をを
追追
いい
かか
けけ
ろろ
」」
とと
いい
うう
夢夢
物物
語語

�
「
努
力
」
＋
「
個
性
」＝

「
夢
」
？

現
代
の
若
者
に
対
し
て
強
調
さ
れ

る
「
夢
」
は
、
か
つ
て
強
調
さ
れ
た

「
努
力
」と
、
近
年
強
調
さ
れ
る「
個

性
」と
い
う
二
つ
の
言
説
の
特
徴（
あ

る
い
は
欺
瞞
）
を
併
せ
持
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

戦
後
日
本
の
若
者
た
ち
は
、
ひ
た

す
ら
努
力
す
る
よ
う
煽
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
は
、
努
力
は
誰
で
も
で
き
る

は
ず
だ
か
ら
、
皆
自
分
な
り
に
努
力

せ
よ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
努

力
信
仰
」
は
、
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

生
得
的
な
能
力
の
差
や
経
済
的
条
件

の
差
か
ら
目
を
そ
ら
さ
せ
、
学
業
な

ど
で
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
者
に

「
努
力
不
足
」
と
し
て
そ
の
責
任
を

押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

夢
も
同
じ
で
あ
る
。
き
わ
め
て
個

人
的
な
、
心
や
態
度
の
次
元
の
こ
と

の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
際
に
は

夢
を
持
て
る
か
ど
う
か
は
種
々
の
現

実
的
な
制
約
を
免
れ
な
い
。

努
力
信
仰
は
次
第
に
力
を
失
っ
た

が
、
今
度
は
「
個
性
」
が
強
調
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
は
そ
れ
自
体
と
し
て

至
高
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
幻
想
を

振
り
ま
き
、
若
者
の
セ
ル
フ
・
エ
ス

テ
ィ
ー
ム
を
高
め
る
こ
と
に
は
な
っ

た
が
、
実
際
に
は
社
会
に
お
い
て
す

べ
て
の
個
性
が
同
じ
よ
う
に
高
く
評

価
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
性
を

信
じ
て
努
力
し
な
か
っ
た
者
は
、
よ

り
厳
し
く
な
っ
た
競
争
社
会
で
「
負

け
組
」
に
な
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

現
在
称
揚
さ
れ
る
「
自
分
だ
け
の

夢
」
は
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
個

性
」
に
非
常
に
近
い
も
の
で
、
た
だ

抱
い
て
い
る
だ
け
で
は
実
現
の
見
込

み
の
な
い
「
夢
物
語
」
に
過
ぎ
な
い
。

若
者
に
「
夢
を
追
い
か
け
ろ
」
と

叫
ぶ
の
は
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
制
約

や
格
差
か
ら
目
を
そ
ら
し
、
消
費
者

と
し
て
の
彼
ら
に
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

を
売
り
つ
け
た
い
大
人
の
側
の
「
夢

物
語
」
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

駒
沢
大
学
教
授

伊
藤

茂
樹
著

警察署だより 徳島北警察署広報 �６９８―０１１０２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００６６６６６６６６６６６
イインンタターーナナシショョナナルルパパーーテティィーー

by 北島町国際交流協会
Kitajima International Friendship Association

文化紹介＆みんなで持ち寄ったお料理

を囲んで楽しく交流を深めよう�

日 時 平成１８年１０月１日� １８：３０～２１：００
場 所 北島町中央児童館（北島小学校東隣り）

（北島町中村字長池２８ �（０８８）６９８－８８０１）
参加費 ＫＩＦＡ会員無料 非会員３００円
詳 細 ■ポットラック形式：参加される方は何か

一品ご持参下さい！（料理、ドリンク類、
お菓子等、何でもＯＫ）

■プロジェクターを使っての文化紹介
ケニア、その他の国

皆様のご参加をおまちしています！

連絡先 ＫＩＦＡ 宮崎 純子 �（０８８）６９８－６２５６
北島町役場総務課 �（０８８）６９８－９８０１
E-mail : mg8y-izt@asahi-net.or.jp（井筒）

「秋の全国交通安全運動の実施について」
例年、秋ごろから年末にかけて、夕暮れ時や夜間に交通
死亡事故が急増する傾向にあることから、地域・家庭・職
場等で積極的にこの運動に参加し、交通安全意識を高め、
県民総ぐるみで交通事故をなくしましょう。
【期間】
平成１８年９月２１日�から同年９月３０日�までの１０日間
【運動重点】
１．夕暮れ時や夜間の歩行中、自転車乗用中の交通事故
防止（特に子供や高齢者）
２．後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底
３．飲酒運転等の無謀運転の追放

「高齢者の交通事故防止について」

高齢者の交通事故発生件数は、全体の約３割を占め、交
通事故では全死者の半数以上を占めていることから、
１．各種交通安全教室に積極的に参加し、交通安全意識
を高めましょう。
２．７０歳以上の運転者は高齢運転者標識（ベテランドラ
イバーマーク）を表示しましょう。
３．地域全体が一体となり、高齢運転者に対して「思い
やり」の気持ちを持って交通事故から守りましょう。

◎高齢者交通安全三則
１．正しい通行の励行
２．横断時の左右の安全確認
３．明るい服装、反射材の着用

※当日入会受付、会員登録の
更新も行っております。
※アルコール飲料も可となっ
ておりますが、飲まれる方
は車でのご来場をお控え下
さい。

（１０）町報２００６．９
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サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
の
押
花
教
室

一
期
生
。
最
初
は
野
の
花
（
小

花
）
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
大
き
な
花

に
挑
戦
、
そ
し
て
押
花
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
、
押
し
花
ブ

ー
ケ
技
術
認
定
登
録
を
受
け
る
。

手
掛
け
た
押
花
絵
額
何
百
、
皆
思

い
出
深
い
作
品
で
あ
る
。

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
や
バ
ラ
等
は
、

花
び
ら
を
一
枚
ず
つ

バ
ラ
し
、
葉
や
茎
は

縦
割
り
に
し
た
り
、

ペ
ー
パ
ー
が
け
し
、

水
気
を
拭
き
と
り
押

花
専
用
の
マ
ッ
ト
に

押
す
。
特
に
厚
い
花

ガ
ー
ベ
ラ
や
ひ
ま
わ

り
、
ま
た
香
り
の
強
い
物
は
熱
に

弱
く
、
茶
色
に
変
色
す
る
の
で
水

気
を
早
く
と
る
た
め
薄
く
し
、
重

し
を
す
る
。
何
度
も
マ
ッ
ト
交
換

し
乾
燥
さ
せ
る
。
乾
い
た
ら
バ
ラ

の
花
を
組
む
場
合
、
中
心
に
な
る

程
細
や
か
な
作
業
に
な
る
の
で
、

指
先
、
目
も
疲
れ
ま
す
が
、
脳
の

働
き
に
刺
激
を
与
え
る
し
、
乳
癌

の
手
術
後
く
よ
く
よ
悩
む
時
間
も

な
く
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
至
っ
て
は
奥
深
く
、

�
こ
れ
で
良
し
�
と
ガ
ラ
ス
と
ア
ル

ミ
で
レ
ジ
ン
を
塗
り
、
空
気
を
抜
い

て
密
封
す
る
も
、
何
処
か
動
い
た
り

と
百
％
満
足
で
き
る
の
は
ご
く
僅
か
。

若
い
方
の
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
研
究

の
連
続
で
あ
る
。
此
の
度
の
「
押
花

三
人
展
」
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て

た
と
好
評
の
中
終
え
る
事
が
出
来
、

会
場
提
供
の
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ー
ル
へ
、

ご
多
忙
の
中
見
て
下
さ
っ
た
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北
島
に
住
し
て
十
八
年
、
私
も
主

人
も
�
町
の
検
診
�
で
早
期
発
見
。

大
腸
・
左
右
肺
癌
で
三
度
も
手
術
を

し
た
主
人
は
、
背
に
は
肩
胛
骨
下
八

の
字
形
、
腹
に
は
へ
そ
の
上
よ
り
下

の
方
迄
切
傷
が
残
っ
て
ま
す
。

抗
癌
剤
で
タ
ラ
コ
唇
の
よ
う
に
、

そ
れ
が
黒
く
取
れ
る
迄
口
の
中
は

荒
れ
、
食
事
を
通
さ
ず
。
洗
髪
す

る
度
に
、
染
め
て
な
い
の
に
黒
い

汁
と
共
に
髪
の
毛
が
抜
け
て
行
く
。

本
人
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
髪
の
毛
は
元
よ
り
多
く

生
え
て
来
ま
し
た
。
雨
天
の
時
は

調
子
悪
い
が
、
同
じ
生
き
る
な
ら

前
向
き
に
生
き
よ
う

と
努
力
し
て
い
ま
す
。

押
花
で
出
会
っ
た

す
ば
ら
し
い
Ｋ
・
Ｋ

さ
ん
一
家
、
や
さ
し

く
ま
た
勇
気
づ
け
て

下
さ
っ
た
ご
近
所
の

方
々
、
そ
し
て
多
く

の
方
達
と
の
出
会
い
に
感
謝
す
る

毎
日
で
す
。

�
町
の
検
診
�
感
謝
の
気
持
を

込
め
「
受
診
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。

北
島
に
来
て
良
か
っ
た
。
他
の
講

座
に
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

ご
指
導
下
さ
い
。

第第４４回回身身体体障障害害者者ボボラランン
テティィアア講講座座受受講講生生募募集集

１．目 的
障害をもつ人の余暇活動の充

実を図るためのボランティアを
養成し、障害をもつ人が地域の
中でいきいきと生活していくこ
とを目指します。
２．開催日時
平成１８年１０月７日�９時３０分

～８日�１６時
３．開催場所
身体障害者福祉ホームリズム

地域交流スペース
藍住町矢上字安任５６－１
電 話 ６９２－６６９９
ＦＡＸ ６９２－６７７６

４．対象者及び定員
定員なし。ボランティア介助

に興味のある方。
５．受講料
５００円（２日間の傷害保険に
加入します）
６．申込み方法及び申込期限
住所・氏名・年齢・連絡先を、

〒・ＦＡＸ・メール・電話のい
ずれの方法でも結構です。
申込期限 平成１８年１０月４日�
７．問い合わせ・申込み先
自立を考える会「SUDACHI」
〒７７１－１２５３
藍住町矢上安任５６－５
障害者生活支援センター凌雲

事務所内
電 話 ６９３－１１１７
ＦＡＸ ６９２－６７７６
e-mail : seikatsusien-ihara 4 @

selp-harmony.com
担当者・井原 美紀・楠 綾
藍住町社会福祉協議会
電 話 ６９２－９９５１
ＦＡＸ ６９２－１６２６
担当者 松田 清誉

８．主 催
自立を考える会「SUDACHI」
後援 藍住町社会福祉協議会
障害者生活支援センター凌雲
ボランティア介助者について

ぼんやりとしたイメージをお持
ちのあなた、是非ご参加くださ
い。ゆっくりと一緒に理解して
いきませんか。お待ちしており
ます。

随筆

（４３６）

い
ち
り
ゅ
う

北
村

一
柳
百
合
子

感
謝
の
日
々

睡
蓮
の
水
の
暗
さ
に
閉
じ
て
を
り

川
村
ユ
キ
ヱ

踊
足
袋
干
す
男
も
の
女
も
の

坂
口

秀
子

つ
な

人
気
な
き
船
繋
が
れ
て
盆
の
浜

板
東

初
子

手
囲
い
が
蛍
の
宿
と
な
る
夕
べ

藤
岡

紫
乃

つ

大
花
火
町
中
音
の
囲
い
築
く

山
本

和
子

宿
題
と
暑
さ
引
き
連
れ
孫
の
来
る

阿
部
久
美
子

雷
鳴
の
削
れ
る
山
を
ゆ
る
が
せ
て

村
田
み
ど
り

背
な
の
子
の
覚
め
て
手
を
振
る
阿
波
踊

竹
内

照
恵

針
塚
へ
還
す
針
あ
り
千
代
女
の
忌

長
尾
寿
美
子

水
着
跡
残
し
て
子
等
の
登
校
す

阿
部

蒼
空

り
ょ
く
い
ん

緑
陰
に
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
峡
の
バ
ス

松
浦

勝
江

犬
の
舌
抜
け
ん
ば
か
り
の
猛
暑
か
な

広
瀬

徳
江

と
と
の

人
丸
忌
俳
書
を
棚
に
整
へ
て

黒
瀬

輝
子

禁
煙
に
手
持
ち
無
沙
汰
の
夕
端
居

滝
上

由
香

蝉
時
雨
朝
の
し
じ
ま
を
ぬ
り
つ
ぶ
し

柳
谷
た
か
子

穏
や
か
に
止
る
揺
り
椅
子
夫
昼
寝

柳
谷

北
辰

お
く

手
花
火
に
闇
の
ほ
ぐ
れ
し
路
地
の
奥

近
藤

与
祢

絵
日
記
の
最
後
の
頁
大
花
火

松
岡

乙

編
み
笠
を
目
深
か
に
孫
も
踊
り
出
し

阿
波

武
彦

し
に
せ

古
書
を
売
る
老
舗
と
ざ
し
て
秋
の
風

森

し
げ
る

端
居
し
て
文
机
と
い
ふ
よ
り
ど
こ
ろ

青
木

拓
郎

住
所
録
老
兵
一
人
消
す
残
暑

橋
本
ま
さ
よ
し

つ
つ
ま
し
く
老
い
ゆ
く
美
貌
秋
扇

村
尾

芦
月

町 報 俳 壇

（１１） 町報２００６．９



��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

慶慶

弔弔

（７月分）

お

く

や

み

本
年
度
の
「
北
島
町
社
会
教
育
地

区
懇
談
会
」
は
、
本
号
二
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
実
施
計
画
に
従
っ

て
、
九
月
十
三
日
�
か
ら
、
例
年
通

り
、
各
会
場
で
順
次
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
懇

談
の
内
容
を
「
子

育
て
」
と
「
人
権

問
題
」
の
二
本
立

て
に
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
昨
年
度

の
参
加
者
の
約
八

〇
％
の
方
が
支
持

し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
の
で
、
本
年

度
も
昨
年
度
と
同

じ
よ
う
に
子
育
て

の
具
体
的
な
資
料

や
人
権
啓
発
ビ
デ

オ
を
活
用
し
て
、

「
子
育
て
」と「
人

権
問
題
」
の
二
つ

の
課
題
に
つ
い
て
、

話
し
合
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

前
半
の
「
子
育
て
」
で
は
、
心
理

た

ご

あ
き
ら

学
者
の
多
湖
輝
さ
ん
の
著
書
で
あ

る
「
し
つ
け
の
習
慣
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
発
行
）」か
ら
抜
粋
し
た
資
料
を
も

と
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
特
に
本
年
度
は
、
子
ど
も
の
お

手
伝
い
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
各
家
庭
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

る
か
。
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る

か
。
お
手
伝
い
の
報
酬
（
お
金
）
を

与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

…
等
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
家
事
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
的
意

義
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
皆
様
方
と

共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
手
伝
い
は
、
単
な
る
お

手
伝
い
に
終
る
の
で
な
く
、
子
ど
も

の
教
育
上
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
活
動
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
半
の
「
人
権
問
題
」
で
は
、
初

め
に
『
人
間
の
尊
厳
を
求
め
て
』
と

い
う
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
、

今
年
で
八
十
二
歳
に

な
ら
れ
る
高
知
市
の

森
田
益
子
さ
ん
の
一

生
を
え
が
い
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

高
知
市
の
被
差
別
部

落
に
生
ま
れ
た
森
田

さ
ん
が
部
落
差
別
や

女
性
差
別
の
厳
し
い
中
を
差
別
や
生

活
苦
に
負
け
ず
、
常
に
弱
者
の
側
に

立
っ
て
、
自
分
の
信
念
を
貫
い
て
生

き
て
き
た
人
生
は
感
動
的
で
す
。
個

人
（
人
間
）
の
主
義
・
主
張
や
立
場

を
超
え
て
、
「
人
間
は
い
か
に
生
き

る
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の

実
例
を
身
を
も
っ
て
示
し
て
く
れ
て

い
る
貴
重
な
ビ
デ
オ
と
も
い
え
ま
す
。

大
衆
の
心
を
つ
か
み
、
歴
史
に
残
る

大
き
な
足
跡
を
の
こ
し
て
き
た
森
田

さ
ん
の
活
動
を
支
え
て
き
た
理
念
と

は
何
か
。
私
た
ち
が
森
田
さ
ん
か
ら

学
ぶ
べ
き
も
の
は
何
か
。
ぜ
ひ
皆
様

方
と
話
し
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

区
懇
談
会
で
は
町
民
の
皆
様
方
と
ひ

ざ
を
交
え
、
何
で
も
話
し
合
え
る
温

ふ
ん
い

き

か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
参
加
者
全
員

が
お
互
い
に
学
び
あ
っ
た
り
、
教
え

あ
っ
た
り
す
る
と
い
う
姿
勢
で
や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
係
者
一
同
、
町
民
の
皆
様
方
が
一

人
で
も
多
く
、
各
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

社
会
教
育
指
導
員

下
山

武
夫

本本
年年
度度
地地
区区
懇懇
談談
会会
のの
内内
容容
にに
つつ
いい
てて

〜〜
子子
育育
てて
とと
人人
権権
問問
題題
をを
中中
心心
にに
〜〜

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううう

木

南

竜

次

理

江

ま
い

か

長
女

苺

花

高

房

藤

井

祐

樹

比
路
美

は
や

と

長
男

颯

人

中

村

新

開

達

也

稔

子

か
ず

き

長
男

和

稀

北

村

板

東

和

也

純

子

ひ
か
り

二
男

輝

北

村

福

家

悠

二

智

世

は
や
て

長
男

颯

中

村

川

田

一

夫

恵

子

た
く

み

長
男

拓

未

高

房

村

井

一

也

末

江

は
る

長
男

陽

高

房

湯

浅

耕
三
郎

光

代

け
い

す
け

長
男

圭

祐

江

尻

高

口

広

行

弥

生

ち

あ
ら

長
女

千

愛

鯛

浜

北

島

学

保

子

ひ
ま
わ
り

長
女

向
日
葵

高

房

富

永

正

英

美

香

け
ん

し
ん

長
男

拳

紳

高

房

宮

島

崇

由
香
里

り
ん

長
女

凛

江

尻

佐

藤

哲

也

智

子

か
な

た

二
男

奏

太

中

村

秦

裕

也

薫

り
ょ
う

じ

長
男

稜

士

北

村

木

下

明

昇

言

美

こ
う

よ
う

長
男

昊

洋

鯛

浜

�

橋

正

巳

真
理
子

さ

き

長
女

沙

季

中

村

藤

崎

和

佳

英

里

よ
う

せ
い

長
男

陽

成

高

房

齋

藤

勇

治

中

村

関

美

香

江

尻

松

岡

和

之

北

村

平

原

礼

子

藍
住
町

小

島

広

海

江

尻

桃

山

琴

美

板
野
町

山

田

君

子
（
８２
歳
）
中

村

佐

藤

英

子
（
８８
歳
）
鯛

浜

川

村

フ
サ
コ
（
９０
歳
）
高

房

天

羽

�

子
（
７３
歳
）
高

房

山

下

恒

雄
（
９０
歳
）
中

村

�

畠

�

夫
（
８５
歳
）
江

尻

市

原

貞

江
（
７２
歳
）
新
喜
来

���������

在
宅
当
番
医
割
出
表

９
月
１７
日
�

藍
住

奥
村
医
院

９
月
１８
日
	

藍
住

山
田
眼
科
藍
住

９
月
２３
日
	

藍
住

矢
野
医
院

９
月
２４
日
�

藍
住

山
根
眼
科

１０
月
１
日
�

藍
住

板
東
整
形
外
科

１０
月
８
日
�

藍
住

西
條
耳
鼻
咽
喉
科

１０
月
９
日
	

藍
住

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
オ
ク
ム
ラ

１０
月
１５
日
�

藍
住

中
山
産
婦
人
科

（１２）町報２００６．９



わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
十
月
一
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・

七
一
四
八
・
四
三
三
九
）

藤
本
玲
箏
曲
リ
サ
イ
タ
ル

絃
の
彩

日
時
▼
九
月
十
七
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
一
般
二
千
円
、
学
生
一
千

円
（
前
売
当
日
共
）

出
演
▼
藤
本

玲
（
箏
）
ほ
か

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
八
重
衣
」
ほ
か

主
催
▼
徳
島
箏
曲
ス
タ
ジ
オ
（
�
〇

八
八
・
六
二
五
・
二
〇
三
一
）

舘
野

泉
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
▼
九
月
二
十
二
日
�
十
八
時
半

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
一
般
三
千
円
、
学
生
二
千

五
百
円
（
前
売
当
日
共
）

出
演
▼
舘
野

泉
（
ピ
ア
ノ
）

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
花
の
図
鑑
・
前

奏
曲
集
」（
林
光
）
ほ
か

主
催
▼
舘
野
泉
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
四
国

（
遠
藤
�
〇
八
八
・
六
七
四
・
一

〇
八
二
）

■
舘
野
泉
氏
は
伊
福
部
昭
作
品
演
奏

な
ど
で
知
ら
れ
る
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス

ト
。
二
〇
〇
二
年
に
病
に
倒
れ
た
が

不
屈
の
闘
志
で
復
活
。
現
在
は
左
手

の
み
の
演
奏
で
豊
穣
な
音
楽
世
界
を

作
り
上
げ
、
感
動
を
与
え
て
い
る
。

北

島

天

水

ナ

イ

ト

マ
ン
ダ
ラ
＋
ジ
ャ
ズw

ith

坂
田
明

日
時
▼
九
月
二
十
三
日
（
土
・
祝
）

十
七
時
〜
二
十
時

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
大
学
一
般
二
千
円
、

小
中
高
一
千
五
百
円（
当
日
五
百

円
増
）

出
演
▼
坂
田
明m

ii

（
さ
か
た
あ
き

ら
・
み
い
）、
サ
エ
キ
け
ん
ぞ
う

主
催
▼
北
島
天
水
ナ
イ
ト
実
行
委
員

会
（
創
世
ホ
ー
ル
�
〇
八
八
・
六

九
八
・
一
一
〇
〇
）

■
あ
の
坂
田
明
氏
が
つ
い
に
北
島
町

に
降
臨
！

徳
大
歯
学
部
出
身
の
歌

手
・
サ
エ
キ
け
ん
ぞ
う
氏
と
の
ト
ー

ク
・
シ
ョ
ー
を
含
む
全
三
時
間
の
超

充
実
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
最
初
で
最
後
、

他
で
は
決
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
お
見
逃
し
な
く
！

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
音
楽
の
午
後

シ
・
フ
ォ
ー
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
十
月
二
十
九
日
�
十
四
時
半

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
大
学
一
般
一
千
五

百
円
、
小
中
高
一
千
円
（
当
日
各

五
百
円
増
）

出
演
▼
シ
・
フ
ォ
ー
ク

主
催
▼
北
島
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・

ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
（
創
世
ホ
ー

ル
�
六
九
八
・
一
一
〇
〇
）

■
第
十
回
を
迎
え
る
人
気
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
音
楽
シ
リ
ー
ズ
。
第
一
回
で

登
場
し
た
我
が
国
最
強
の
グ
ル
ー
プ

《
シ
・
フ
ォ
ー
ク
》
が
五
人
編
成
と

な
っ
て
、
再
び
登
場
す
る
！

詳
細

は
、
本
号
挾
み
込
み
チ
ラ
シ
参
照
。

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
佐
々
木
マ
キ
『
お
れ
は
レ
オ
』
理

論
社

●
茂
市
久
美
子
作
、下
田
智
美
絵『
ク

ロ
リ
ス
の
庭
』
ポ
プ
ラ
社

●
『
決
定
版
全
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
・
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
百
科
』
講
談
社

●
小
豆
丸
な
お
美
『
ゆ
け
ゆ
け
！

あ
ず
き
ひ
め

ち
ゃ
ご
ま
殿
下
と
二

頭
の
竜
』
ポ
プ
ラ
社

●
エ
ヴ
ァ
・
イ
ポ
ッ
ト
ソ
ン
『
幽
霊

派
遣
会
社
』
偕
成
社

●
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド『「
世
界
の
ふ

し
ぎ
」
が
わ
か
る
本
』
メ
イ
ツ
出
版

●
池
田
香
代
子
＋
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

編
『
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ

っ
た
ら
４

子
ど
も
編
』
マ
ガ
ジ
ン

ハ
ウ
ス《

一

般

書
》

●
大
崎
善
生『
優
し
い
子
よ
』講
談
社

●
高
取
英『
寺
山
修
司
』平
凡
社
新
書

●
杉
山
正
樹
『
寺
山
修
司
・
遊
戯
の

人
』
河
出
文
庫

●
内
澤
旬
子
『
セ
ン
セ
イ
の
書
斎
』

幻
戯
書
房

●
澁
澤
龍
彦
ほ
か
訳
『
怪
奇
小
説
傑

作
集
４

フ
ラ
ン
ス
編
』
創
元
推
理

文
庫

●
篠
田
真
由
美
『
聖
女
の
塔
』
講
談

社
ノ
ベ
ル
ス

●
中
村
彰
彦
『
北
風
の
軍
師
た
ち
』

（
上
・
下
）
中
央
公
論
新
社

●
テ
レ
ー
ズ
・
デ
ル
ベ
ッ
シ
ュ
『
野

蛮
の
世
紀
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ

●
化
野
（
あ
だ
し
の
）
燐
『
呪
物
館
』

講
談
社
ノ
ベ
ル
ス

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

▲舘野泉氏

▲坂田明氏

▲サエキけんぞう氏

図書館の休館日
１０月

２日�
９日（月・祝）
１０日（火・振替休）
１６日�
１９日
（第３木・館内整理日）
２３日�
３０日�

９月
４日�
１１日�
１８日（月・祝）
１９日（火・振替休）
２１日
（第３木・館内整理日）
２５日�
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江尻 中田 稔「蓮のある風景」町報フォトグラフィ
近年、町内では蓮根田はごく普通に見られる風景で
ある。中望遠レンズで花の密度を上げて撮影した。EOS２０D、レンズ１７～８５�、シャッターAモード、

絞り値F８、PLフィルター、フィルムISO１００
撮影
データ

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

『
助
か
る
は
ず
の
命
』
を
救
う
た
め
に

あ
な
た
も
お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
！

救
急
車
は
、
平
均
す
る
と
５
〜
６
分
で
到
着
し
ま
す
が
、
脳
が
酸

素
な
し
で
生
き
ら
れ
る
時
間
は
、
３
〜
４
分
と
い
わ
れ
て
お
り
、
呼

吸
や
脈
拍
が
止
ま
っ
て
い
る
傷
病
者
を
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
救
急

隊
に
引
き
渡
し
た
の
で
は
仮
に
生
命
を
救
え
た
と
し
て
も
、
元
の
社

会
生
活
が
で
き
る
ま
で
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
で
き
る
よ
う
、
講
習

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

講
習
内
容

①
呼
吸
や
脈
拍
が
触
れ
な
く
な
っ

た
傷
病
者
に
対
し
て
行
う
心
肺
蘇

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方

②
大
出
血
時
の
止
血
法

講
習
日
時

偶
数
月
の
第
３
日
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
４
時（
３
時
間
）

講
習
場
所

板
野
東
部
消
防
組
合
第
１
消
防
署

定

員

３０
名

申
込
者
が
１０
名
以
下
の
場
合
は
次

回
開
催
日
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

締
め
切
り

講
習
日
の
一
週
間
前

受
講
料
は
無
料
で
す
。

※
事
業
所
、
町
内
会
、
各
種
グ
ル
ー

プ
等
に
お
い
て
、
参
加
人
員
１０
名

以
上
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
付
い

た
し
ま
す
。

※
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、

救
命
講
習
修
了
証
を
発
行
い
た
し

ま
す
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
板
野

東
部
消
防
組
合

警
防
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
９
８
―
９
９
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

６
９
７
―
３
０
１
２

心肺蘇生法

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
（心臓に電気ショックを、加
える機器）
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